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収めたのであろう。本考察を通して、過去の資料
にあった「井樋ノ口町」というような注釈（例え
ば図１）は、「銭座町」とした方がより事実に近い
ではないかと考える。 
 この場所から遠くないところには聖徳寺があり、
その付近には井樋ノ口現地救護本部が設けられて
いたが文献からわかる。山端の一連の写真の中に、
「炊き出しのおにぎり」や、「おにぎりの配給を受
けた親子」（これは大変有名な写真）などの写真は
この救護所本部で撮ったとされるが、これらの撮
影は銭座町の写真とは時間的に近いと考える。 
 山端の銭座町の写真には葉っぱが一部分残って
いるが、爆風で右側に傾いている勢いが見える。
その後の小川の写真には、葉っぱは全て残ってい
ないことが確認された。 
 この写真に記録された場所は、戦後復興におい
て、道路拡張工事によって改変され、現在その面
影を見ることができない。写真の場所はもう現存
していないが、写真に記録されている木と人間と
橋のシルエットはシンボルとなり、原爆の惨状を
伝え続けるのである。 
 この研究は科学研究費（課題番号 26360090）を
受けている。長崎原爆資料館、長崎平和推進協会
写真資料調査部に感謝の意を表す。 
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